
　

令
和
３
年
度
の
本
町
に
お
け
る
建

設
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
土
交

通
省
に
お
け
る
令
和
２
年
度
第
３
次

補
正
予
算
及
び
令
和
３
年
度
当
初
予

算
を
活
用
し
、
速
や
か
に
執
行
で
き

る
予
算
編
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
道
整
備
交
付
金
事
業
」
を
活
用
し

た
、
町
道
相
野
口
永
田
線
改
良
工
事

を
始
め
と
す
る
27
路
線
の
改
良
工
事
、

及
び
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
」
を
活
用
し
た
、
大
里
地
区
の

永
田
橋
を
始
め
と
す
る
４
橋
の
橋
梁

修
繕
工
事
、
41
橋
の
橋
梁
点
検
や
町

道
井
田
成
川
線
他
１
路
線
の
改
良
工

事
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り

ま
す
成
川
深
谷
地
区
浸
水
対
策
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
国
土
強
靱
化
、

災
害
に
強
い
安
全
・
安
心
な
住
み
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
目
標
に
、
基

盤
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

石
川
県
中な

か

の

と

ま

ち

能
登
町

　

姉
妹
町
提
携
を
締
結
し
て
お
り
ま

す
石
川
県
中
能
登
町
と
は
、
令
和
３
年

度
に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
交
流

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
推
進
事
業
の
一
環
と
し

て
、
本
町
の
保
育
士
が
中
能
登
町
の
保

育
所
を
視
察
研
修
し
、
両
町
の
保
育
士

が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
な
か
で
、

共
に
幼
児
教
育
・
保
育
の
向
上
を
目
指

し
、
交
流
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
継
続
的
に
、
町

体
育
協
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
関
係

者
、
小
中
学
生
、
保
護
者
等
が
相
互
に

訪
問
し
合
い
交
流
を
深
め
る
な
か
で
、

競
技
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
、
友
好

と
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
教
職
員
交
流
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
、
小
学

校
外
国
語
活
動
や
、
算
数
・
数
学
科
に

お
け
る
習
熟
度
別
少
人
数
授
業
、「
特

別
の
教
科 

道
徳
」
な
ど
を
視
察
研
修

し
、
事
後
研
究
会
で
は
両
町
の
教
職
員

が
活
発
な
意
見
交
換
を
行
う
な
か
で
、

共
に
授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
、
交
流

を
深
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、ス
ポ
ー

ツ
交
流
事
業
及
び
教
職
員
交
流
事
業
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
交
流

事
業
を
実
施
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。

❖ 

教
育
施
策

　

教
育
施
策
全
般
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
27
年
度
よ
り
「
紀
宝
町
総
合
教

育
会
議
」
を
設
置
す
る
な
か
で
、
平

成
29
年
３
月
に
「
紀
宝
町
教
育
大
綱
」

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
大
綱
に
基
づ
き
ま
し

て
、
教
育
、
学
術
及
び
文
化
の
振
興

に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
「
紀
宝
町

学
力
向
上
推
進
協
議
会
」
を
核
と
し

て
、
子
ど
も
達
が
学
ぶ
喜
び
を
実
感
す

る
な
か
で
、
学
び
に
向
か
う
姿
勢
の
向

上
と
、
学
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
で
は
、
小
学
校
国
語
、
中
学
校

数
学
・
英
語
が
全
国
平
均
を
上
回
り
、

ま
た
、
令
和
２
年
度
は
、
県
内
集
計

で
は
あ
り
ま
す
が
、
小
中
学
校
と
も

に
昨
年
度
以
上
の
結
果
が
出
て
お
り
、

み
え
ス
タ
デ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
に
お
き
ま

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
好
結
果

を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
全
国
学
力
学
習
状
況

調
査
に
向
け
て
も
、
学
校
、
保
護
者
、

町
教
育
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割

を
果
た
し
な
が
ら
、
よ
り
豊
か
な
学

び
の
た
め
に
継
続
的
な
取
り
組
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
改
定

さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
が
小
中
学
校

に
お
い
て
全
面
実
施
さ
れ
る
に
あ
た

り
、「
対
話
的
、
協
働
的
で
、
深
ま
り

の
あ
る
学
び
」
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

紀
宝
町
内
の
児
童
・
生
徒
数
の
多

い
小
・
中
学
校
３
校
を
拠
点
校
と
し

て
著
名
な
先
生
を
招
い
て
授
業
改
善

に
向
け
た
研
修
会
を
開
催
し
、
各
学

校
が
全
校
体
制
で
研
修
を
継
続
す
る

体
制
を
確
保
し
、
教
職
員
の
指
導
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
本
町

の
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
と
さ

ら
な
る
学
力
の
向
上
を
目
指
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❖ 

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

　
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
内
小
中
学
校
児
童
・

生
徒
全
員
へ
の
「
１
人
１
台
端
末
」

と
「
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
一
体
的
な
整
備
を
本
年
３
月

中
の
完
了
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。「
１
人
１
台
端
末
」

や
「
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
が
整
備
さ
れ
た
学
校
で
は
、
教

育
環
境
が
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り

発
な
ど
、
両
町
の
産
業
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

町
内
事
業
者
の
側
面
支
援
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
小
規
模
事
業
の
経
営
安
定

等
の
た
め
、
融
資
を
受
け
た
場
合
の
利

子
の
一
部
に
対
し
補
助
を
行
う
「
紀
宝

町
小
規
模
事
業
者
振
興
利
子
補
給
事

業
」、
ま
た
、
小
売
業
や
飲
食
店
、
サ
ー

ビ
ス
業
な
ど
を
対
象
と
し
ま
し
た
地
域

に
根
ざ
し
た
「
起
業
」
の
支
援
を
行
う

た
め
、
登
録
さ
れ
た
空
き
店
舗
を
活
用

す
る
際
、
改
修
費
用
や
家
賃
の
一
部
を

補
助
す
る
「
空
き
店
舗
再
生
事
業
」
に

つ
い
て
、
令
和
３
年
度
も
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

雇
用
の
関
係
に
つ
き
ま
し
て
は
、
松

阪
市
以
南
の
６
市
10
町
で
構
成
さ
れ
る

南
三
重
地
域
就
労
対
策
協
議
会
や
三
重

県
南
部
地
域
活
性
化
局
と
連
携
を
図

り
、
雇
用
の
創
出
や
地
元
就
職
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
❖ 

井
内
工
業
団
地

　

平
成
27
年
か
ら
井
内
工
業
団
地
内

で
操
業
い
た
し
て
お
り
ま
す
「
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
ラ
イ
フ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
電
材
三
重
株
式
会
社
」
の
紀
宝
工

場
、
第
２
・
第
３
棟
の
増
築
工
事
が

昨
年
12
月
に
完
成
し
、
現
在
で
は
一

部
で
稼
働
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、

４
月
か
ら
は
本
格
稼
働
す
る
予
定
と

伺
っ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
雇
用
の
創

出
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
元

商
工
業
へ
の
波
及
効
果
や
交
流
人
口

の
増
加
等
に
も
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
相
互
に
協
力
し
合
い
、
紀
宝

町
に
お
け
る
商
工
業
の
振
興
を
図
っ
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

❖ 

基
盤
整
備
施
策

　

基
盤
整
備
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
一
般
国
道
42
号
新
宮
紀
宝
道
路
」
で

は
、
熊
野
川
河
口
大
橋
６
基
の
橋
梁

下
部
工
事
が
完
成
し
、
現
在
、
上
部

工
事
を
施
工
中
で
あ
り
ま
す
。

　

紀
宝
町
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
新

宮
紀
宝
道
路
Ｊ
Ｒ
高
架
橋
Ｐ
１
下
部

工
事
を
は
じ
め
９
か
所
で
施
工
中
で

あ
り
、
新
宮
紀
宝
道
路
Ｊ
Ｒ
高
架
橋

上
部
工
事
等
、
６
件
の
入
札
が
公
告

済
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
宮
紀
宝
道
路
鵜
殿
地

区
地
盤
改
良
他
工
事
が
工
事
発
注
見

込
み
と
し
て
公
表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
度
第
３
次
補
正

予
算
で
は
、
新
宮
紀
宝
道
路
に
三
重
・

和
歌
山
両
県
併
せ
て
30
億
円
、
紀
宝

熊
野
道
路
に
３
億
円
の
予
算
が
配
分

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
近
畿

自
動
車
道
紀
勢
線
の
早
期
完
成
に
向

け
、
引
き
続
き
、
国
や
県
、
関
係
各

位
と
緊
密
に
連
携
し
、
円
滑
な
事
業

進
捗
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
町
の
獣
害
対
策
に
適
し
た
手
法
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 
林
業
施
策

　

林
業
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
森

林
環
境
譲
与
税
」
お
よ
び
「
み
え
森
と

緑
の
県
民
税
」
等
を
活
用
し
、
森
林
意

向
調
査
を
終
え
た
地
区
か
ら
、
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
森
林
境
界
の
明
確
化
や

経
営
管
理
権
の
設
定
を
行
う
他
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
公
共
施
設
の
木
材
利
用

や
木
の
良
さ
の
普
及
啓
発
、
森
林
整
備

等
を
行
い
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能

を
保
全
し
、
山
地
災
害
の
抑
止
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

水
産
振
興

　

水
産
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
29
年
度
に
策
定
し
た
「
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
就
労
体

験
を
紀
南
漁
協
等
関
係
機
関
と
計
画

し
て
お
り
、
漁
業
の
後
継
者
問
題
を

解
消
す
る
取
り
組
み
を
引
き
続
き

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
場
の
環
境
整
備
と
し
て

藻
場
造
成
や
つ
き
磯
等
漁
場
整
備
を

引
き
続
き
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

国
・
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

❖ 

商
工
業
振
興

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
伴
い
、
経
済
状
況
が
落
ち
込

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、「
紀
の
宝
商
品

券
」、「
紀
の
宝
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

の
２
つ
の
商
品
券
事
業
等
を
行
い
地
域

経
済
の
回
復
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

昨
年
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
数
が
急
速
に
増
加
し
た
こ
と

に
伴
い
、
町
内
で
も
多
大
な
影
響
を
受

け
て
い
る
事
業
者
が
お
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連
で
は
３
回
目
と

な
り
ま
す
商
品
券
事
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
国
・
県
の
支
援
施
策
等
に
注
視
し
、

紀
宝
町
商
工
会
や
町
内
商
工
業
者
の
皆

様
と
連
携
を
図
り
、
事
業
者
へ
の
さ
ら

な
る
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

特
産
品
を
中
心
と
し
た
、「
ロ
ー
カ

ル
・
ト
ゥ
・
ロ
ー
カ
ル
新
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
も
と
交
流
を
深
め
て
お
り
ま

す
青
森
県
藤
崎
町
と
の
取
り
組
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
両
町
の
道

の
駅
や
町
祭
な
ど
で
の
物
産
販
売
や
、

お
互
い
の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
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